
５歳児クラス １月 第２回 「ないたあかおに」 

 
保…保育士 講…講師 ★…保育士が準備する教材 

 

シアタータイム 

導
入 

・講：「鬼を知ってるかな？」子ども達の思う、鬼のイメージを引き

出す。 

・絵本の表紙を見せ「今日のお話は『ないたあかおに』です」「おに

の気持ちを考えながら聞いてね」等で、シアターに繋げる。 

教材  

★絵本 

★iPad(シアターセット) 

読
み
方 

①「あかおに」「あおおに」はどんな鬼なのかなどを想像しながら   

お話を聞く。 

②「あかおに」「あおおに」の心情が読み取れるよう、読み方に注意

する。 

③今回のお話はあかおにとあおおにの相手を思う心がひしひしと伝

わってくる絵本です。子ども達が落ち着いた気持ちで話を聞けるよ

うな雰囲気を作りながらお話を読む。 

保育士の役割 

・会話をする 

・子ども達の一員に

なりお話を聞く 

 

 

がくしゅうタイム 

活動① 
ね
ら
い ことば① 

「青鬼・赤鬼」について、自分の思いを話すことが出

来る 
 

設
問 

「あおおに・あかおに」はどんな鬼ですか。みんなで話し合いましょう 

つ
な
ぎ ・講：「お話を聞いて皆はどんなことを思ったかな？」 

教材 

絵本 

iPad(シアターセット) 

活
動
内
容 

・お話の感想を発表する。 

・青鬼や赤鬼がどんな鬼なのか、それぞれの鬼の気持ちを考える。 

・鬼の優しい気持ちを汲み取れるように話をする。 

・いろいろな場面を絵本やシアターで見せながら、みんなで話し合ったり、発言を

する。 

・発言ができたら称賛する。 

※既に出た意見でも構わないので１人１回は発表できるようにする。 

保育士の役割 

・子ども達と一緒に考

え発言する 

・子どものフォロー 

・称賛 

活動② 
ね
ら
い ことば② □にあてはまるひらがなを書き読むことが出来る 

 

設
問 

「あおおに」が書いたお手紙です。□の中にあてはまるひらがなを入れて、 

「あおおに」が書いた手紙を読みましょう 

つ
な
ぎ ・保：「青鬼さんからお届け物です」郵便袋提示 

教材 

Ｐ1 1 人 1 枚 

Ｐ1 解答 1園 1枚 

消しゴム 

赤鉛筆・ハンコ 

★鉛筆 

活
動
内
容 

・講：「なんだろう？お手紙かな？」等で、袋からプリントを出し提示する。 

・「あれ？字が抜けていて読めないね」「どうしよう？」「そうだね。書いてみよう」 

絵本のお話を思い出しながらひらがなを書く。 

・ひらがなの書き方指導をする。 

・ボード等に、ひらがなを正しい書き順で見本を書く。 

・書くときは、ゆっくり丁寧に書くことを伝える。 

・見本や解答プリントを見ながら、ひらがなを書く。 

・字を書くことが苦手な子には、１文字でもよいので、好きな文字や自分の名前の

文字があればその文字だけでもいいので、書いてみるよう促す。 

・今回は文字を書く練習なので、間違えてしまったら消しゴムで消して直す。 

・出来上がったら皆で声を揃えて読み、称賛する。 

保育士の役割 

・郵便袋提示 

・子どものフォロー 

・称賛 

 

 



 

 

数チャレ 
ね
ら
い 数 １０の操作が出来る 

教材 

おはじき 

皿 設
問 

おはじきを使い１０個の操作をしましょう 

活
動
内
容 

・今月は「１０」の数の操作です。 

予めお皿におはじきを５～７個入れておき、別のお皿（数個入っている）から５

～３個取って加え、全部で１０個になったか数える。（クラス・個人に合わせて

数を調整する） 

保育士の役割 

・皿提示 

・子どものフォロー 

 

 

■出来たかな表 

【活動内容】 【ポイント】 

シアター 
講師自身も物語の世界に入り込んで読むことが出来たか 

立札を子ども達と一緒に読んだか 

活動① ことば① 全員が発言出来る雰囲気と発言し辛い子どもへの対応を事前に考えてから臨んだか 

活動② ことば② 小学校を意識した姿勢や書き方の指導を行えたか。１人ずつへの称賛を行ったか 

数チャレ 昨年の理解度に合わせた進め方で、子ども達の理解度を上げることが出来たか 

 


